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テーマ：一人ひとり自分の学び方との出会いがそこにある －好奇心が伸びていく－ 

会 期 ： 2025年10月18日（土）～19日（日） 

会 場 ： 国立オリンピック記念青少年総合センター+オンデマンド 

大会ウェブサイト： https://conference.wdc-jp.com/jald/2025/ 

 
第34回大会の開催にあたって 

一人ひとり自分の学び方との出会いがそこにある 

-好奇心が伸びていく- 

第34回大会会長 

   星槎大学大学院 教育実践研究科 

                  阿部 利彦 

 

第34回大会のテーマは、「一人ひとり自分の学び方との出会いがそこにある」です。 

読むこと、書くことなどに困難さがある子どもたちは、学校で私たちの想像以上のしんどさを日々感じて

いるのではないでしょうか？「定型発達を想定した学習方法を求められること」がそのしんどさの一因では

ないか、と私は考えています。たとえば、板書をノートにきちんと写すことを当たり前のように求められてい

るクラスがあります。「書く」と「考える」を同時に行うことが難しい子どもの場合、黒板を写す作業だけで精

一杯で、自分の考えをまとめたり、友達の意見と比較したり、自分の気づきを深めたりする時間を持つこと

ができずに授業が終わる、ということが起こります。板書をきちんと写すよりも、自分の考えを深め、友達の

意見から新しい発見をする、そういう時間を過ごしてほしいと願います。 

では、そんな子どもたちには最初から「あなたは書かなくていいよ」と伝えればよいのでしょうか? しかし、

中には「時間はかかってしまうけれど、書いていくと自分の考えが整理されるのです」という子どももいます。

ノートに書く、書かずに考えを深める、ICTを活用する、などの方法のどれを選択するかは子どもたちが決

めるべきことであり、そこに「自分の学び方との出会い」があるのです。 

また、「自分にはこの学び方が合うはず」と思ったけれど「やってみたらうまくいかなかった」という体験も、

選択の失敗ではなく「自分の学び方との出会い」への一歩です。「自分の学び方との出会い」は、学びを通じ

た「自己理解」なのです。自己理解の深まりは、自分に必要な支援をつかむチャンスにもなります。 

「好きをとことん、楽しいをとことん」。子どもたちが好奇心を思い思いの方向に伸ばし、楽しみながら自分

の学び方と出会えるように、私たちにできることはどんなことでしょうか。本大会では参加される皆様も楽し

みながら学びあえる多様なプログラムを準備しています。共に語り合いましょう。お待ちしております。 

お問い合わせ先 

○参加申込・発表申込について 

一般社団法人 日本LD学会 第34回大会運営事務局 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 アカデミーセンター 

E-mail：jald-taikai34@conf.bunken.co.jp 

※ 発表申込、発表原稿の提出、参加申込はすべてWebからのお申込、ご入稿となります。身体等に障害

をお持ちの方でWebからのお申込が困難な方は、上記、第34回大会運営事務局までお問い合わせく

ださい。 

一般社団法人日本LD学会 第34回大会のご案内 
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I. プログラム ※ 講演テーマは現時点の「仮題」となっております。 

（１） 一般公開講演会 【会場+オンデマンド配信】 

「好きをとことん」進むために 〜周りの大人が知っておくこと 

本田 秀夫 （信州大学医学部子どものこころの発達医学教室 教授） 

子どもたちが好きなこと、楽しいことにとことん夢中になれる時間を大切にしたい、

という第34回大会実行委員の思いをうけとめ、本田先生が私たち大人の「当たり

前」や「こうあるべき」という見方を変えてくれる、そんなお話をしていただきます。   

当事者との対談の時間も企画中です。 

 
 
 
 

 
（２） 特別講演 【会場+オンデマンド配信】 

ニューロダイバーシティの再考: 神経科学のレンズを通したディスレクシア、ADHD、ASDの理解 

Barbara Oakley（オークランド大学） 

この講義では、自閉症、ディスレクシア、ADHD の根底にある神経科学を詳しく

掘り下げ、教育者や専門家がこれらの症状をよりよく理解するのに役立つ基礎的な

洞察を提供します。行動や学習上の課題の背後にある「理由」に焦点を当てること

で、参加者が「神経多様性の複雑さ」をより深く理解できるようになります。 このセッ

ションでは、特定の戦略を提案するのではなく、これらの状態を形成する脳のメカニ

ズムと発達の違いを理解することの重要性をお伝えします。また、「学習スタイル」の

神話などの一般的な誤解にも対処し、個人の学習の違いについて科学的に根拠の

ある視点を提供します。 参加者は、神経多様性のある学習者についてより深い  

理解を得ることができ、教育やサポートの実践において、より多くの情報に基づいた

意思決定ができるようになります。 
 
（３） 大会企画シンポジウム 【会場+オンデマンド配信】 

1. 授業UDとUDL 

2. 多様な学びの学校 

3. 発達障害者の就労支援の最新情報 

4. ギフテッド・２E教育 

5. 見えない生きづらさへの理解と対応～可視化と自己理解 

6. 包摂社会共創に向けて～産官学の連携 

7. 幼保小の連携による支援 

 
（４） 大会企画ワークショップ 【会場のみ】 

1. 感覚過敏に関するワークショップ 

2. 読み書きのつまずきに配慮したフォントのホントの使い方 

3. テーブルトーク・ロールプレイングゲーム（TRPG） 
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※ 講演テーマは現時点の「仮題」となっております。 

（５） 教育講演 【オンデマンド配信のみ】  

1. 誰一人取り残さない教育とは・・・多層指導モデルMIMをもとに考える 海津 亜希子（明治学院大学） 

2. 学び方を学ぶー子どものエイジェンシーとウェルビーイングを高めるためにー 涌井 恵（白百合女子大学） 

3. 心理教育的アセスメントの現在地 小林 玄（東京学芸大学） 

4. 読み書き困難の背景とアセスメントに基づくサポート 宇野 彰（発達性ディスレクシア研究会） 

5. ディスレクシアの理解と支援 石坂 郁代（北里大学） 

6. 感覚過敏と感覚鈍麻 井手 正和（国立障害者リハビリテーションセンター研究所） 

7. ICT活用による支援 アプリ・ソフト・AI 高松 崇（NPO法人支援機器普及促進協会） 

8. スペシャルインタレスト 藤野 博（東京学芸大学） 

9. 高校生・大学生への自己理解からの学習・キャリア支援 佐々木 銀河（筑波大学） 

10. 発達障害と併存症・二次障害への理解と対応 吉川 徹（愛知県尾張福祉相談センター） 

11. 子どもたちとSNSやゲームの世界 関 正樹（大湫病院） 

12. 余暇活動支援 加藤 浩平（金子総合研究所） 

 

（６） 各委員会等による企画セッション 

1. 学会企画シンポジウム           （会場+オンデマンド配信） 
2. 研究委員会企画シンポジウム        （会場+オンデマンド配信） 
3. 国際委員会企画海外講演          （会場+オンデマンド配信） 
4. 国際委員会企画ラウンドテーブル       （会場のみ） 
5. LD-SKAIP委員会企画シンポジウム     （会場+オンデマンド配信） 
6. LD-SKAIP委員会企画展示        （会場のみ） 
7. 倫理委員会企画シンポジウム        （会場のみ） 
8. アクセシビリティ委員会企画展示       （会場+オンデマンド配信） 
9. ハラスメント防止委員会企画講演会      （会場+オンデマンド配信） 
10. 広報委員会企画展示           （会場のみ） 
11. 全国LD親の会企画シンポジウム       （会場+オンデマンド配信） 
12. 全国LD親の会企画ポスター展示       （会場のみ） 
13. 一般財団法人特別支援教育士資格認定協会 支部会支援委員会企画展示   （会場のみ） 

 
（７） その他 

1. 受賞者講演 （オンデマンド配信のみ） 
2. 自主シンポジウム （会場のみもしくはオンデマンド配信のみのいずれか） 
3. ポスター発表 （会場のみ）                        他 

 
※ 都合により演題・内容が変更になる場合がございます。 
※ 詳細は、大会ホームページ（随時更新）にてご確認ください。 
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II. 実施形式について 
• 本大会は会場＋Web（オンデマンド配信）のハイブリッド形式にて開催を予定しております。Web参加の

方法は、オンデマンド配信（見逃し配信）の視聴を予定しています。会期当日のライブ配信はございません

のでご注意ください。 

• オンデマンド配信はオンライン会場にて公開いたします。視聴用のIDとパスワードはオンライン会場の公開

直前にメールでお知らせいたします。必ず受信可能なメールアドレスで参加申込をお願いいたします。 

• オンデマンド配信のみの講演は、2025年10月9日（木）から配信する予定です。会場＋オンデマンド配信

の講演は、会期終了後、動画の準備ができ次第配信を開始いたします（2025年11月下旬予定）。公開終

了日は2025年11月30日（日）です。 

• 会場参加をされた方も、オンデマンド配信の視聴を行っていただくことが可能です。 

• 予算の関係上、全てのプログラムがハイブリッドにはならず、一部プログラムが現地のみ、あるいはオンデ

マンド配信のみとなる場合がございます。現時点での予定は、「Ⅰ.プログラム」をご確認ください。今後、

変更があった場合のお知らせやプログラムの詳細については大会ホームページにて公開いたします。 

 

III. 発表申込について 
（１） 発表形式 

１. 自主シンポジウム 

• 自主シンポジウム【現地発表】 （申込上限：60本程度） 

会員の自主運営によるシンポジウム（90分）です。テーマの設定は自由です。関係者全員が来場し、

対面で実施していただきます。やむを得ず、一部オンラインによる登壇者がいる場合、来場する関係

者で機器の設定等を行ってください｡ 大会側は対応いたしかねますのでご了承ください｡採択され

た場合、後日、企画開催費（13,000円）をお支払いいただきます。 

• 自主シンポジウム【オンデマンド発表】 

会員の自主運営によるシンポジウムです。動画コンテンツのオンデマンド配信となり、事前に講演動

画 （mp4形式。90分程度）を提出していただきます。質疑応答は質疑応答システム（Web掲示板ツ

ール）を利用します。テーマの設定は自由です。採択された場合、後日、企画開催費（13,000円）を

お支払いいただきます。 

２. ポスター発表【現地発表のみ】 （申込上限：150本程度） 

発表内容をポスター形式で掲示し、在席時間（30分程度）を設けて、発表者と参加者との間で自由に討

論していただきます。採択された場合、後日、研究発表費（5,000円）をお支払いいただきます。 

 
（２） 発表の資格・条件 

1. 自主シンポジウム企画者ならびにポスター発表筆頭者は、申込時および大会開催時に、本会の「正会員」

もしくは「名誉会員」の方に限ります。自主シンポジウムの司会者・話題提供者・指定討論者、ポスター連

名発表者は会員に限定しませんが、8月29日（金）までに大会参加費を納入する必要があります。 

2. 自主シンポジウムは企画者が、ポスター発表は筆頭者がお申込ください。申込は1人各1題に限ります。 

3. シンポジウム等への登壇（司会者・話題提供者・指定討論者）や、ポスター発表（筆頭者）は、原則として 1

人3回までとします。 
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（３） 申込手続き 

１. 申込方法 

会員専用マイページの「大会／研修会情報・申込」よりお申込ください。 

２. 発表原稿の提出方法 

原稿の提出は、インターネットからのオンライン登録に限ります。発表申込が完了すると、登録URLを記載

したメールが配信されます。 

※ ホームページに、「個人情報・倫理についてのチェックリスト」を掲載します。チェックリストをご確認の

上、原稿を作成してください。 
※ オンラインフォームにテキストを入力してください。図表の掲載はできません。フォームに入力いただ

いた内容で発表原稿を作成しますので、入力内容に誤りがないようご注意ください。 

３. 申込・原稿提出期間 

2025年4月1日（火）～4月24日（木） 

※ 自主シンポジウム【現地発表】は申込上限を60本程度、ポスター発表は申込上限を150本程度とし

ます。申込は先着順に受け付け、上限に達し次第、締め切ります。 

※ 期限までに原稿の提出がなされなかった場合は、申込を取り消します。 

※ 提出された原稿は、実行委員会にて審査し、審査結果をお知らせします。 

※ 発表日時は実行委員会にご一任ください。 

 
 

IV. 参加申込について 
本大会では、（1）早期申込、（2）通常申込、（3）後期申込の3つの期間を設けています。お申込期間によって費

用や申込可能な参加形態が異なります。「Ⅱ. 実施形式について」および本項目をよくお読みの上、お手続きく

ださい。 

（１） 早期申込 

早期申込参加費でご参加いただけます。会場参加、オンデマンド参加の両方からお選びいただけます。お

申込時点での参加形態のご予定をお伺いいたします。お選びいただいた参加形態は、事前連絡なしで変更

していただくことが可能です。 

１. 申込方法： 

・会 員：会員専用マイページの「大会／研修会情報・申込」よりお手続きください。 
・非会員：大会ホームページの申込フォームよりお手続きください。 

２. 申込期間： 

2025年4月1日（火）～6月30日（月） 

３. 参加費等の諸費用の納入期限： 

2025年7月7日（月） 

４. 領収書：諸費用を納入後、会員の方はマイページから、非会員の方は申込フォームから、ご自身で発行し

てください。大会終了後は発行できませんのでご注意ください。 
５. 参加証：必要な方は、諸費用を納入後、会員の方はマイページから、非会員の方は申込フォームから、ご

自身で発行・印刷してください。 
６. 日付による申込区分： 

早期申込参加費、通常/後期申込参加費を設けます。早期申込参加費でのお支払いを希望する場合は、

上記期限までに手続きを行ってください。 
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（２） 通常申込 

通常申込参加費でご参加いただけます。会場参加、オンデマンド参加の両方からお選びいただけます。 

お申込時点での参加形態のご予定をお伺いいたします。お選びいただいた参加形態は、事前連絡なしで変

更していただくことが可能です。 

１. 申込方法： 

・会 員：会員専用マイページの「大会／研修会情報・申込」よりお手続きください。 
・非会員：大会ホームページの申込フォームよりお手続きください。 

２. 申込期間： 

2025年7月8日（火）～9月23日（火） 

３. 参加費等の諸費用の納入期限： 

2025年9月23日（火） 

４. 領収書：諸費用を納入後、会員の方はマイページから、非会員の方は申込フォームから、ご自身で発行してく

ださい。大会終了後は発行できませんのでご注意ください。 
５. 参加証：必要な方は、諸費用を納入後、会員の方はマイページから、非会員の方は申込フォームから、ご

自身で発行・印刷してください。 
６. 日付による申込区分： 

早期申込参加費、通常/後期申込参加費を設けます。ポスター発表の筆頭発表者・連名発表者、自主シン

ポジウムの企画者・司会者・話題提供者・指定討論者は、必ず8月29日（金）までに参加費を納入してくだ

さい。 
 

（３） 後期申込 

後期申込参加費でご参加いただけます。後期申込をされた方はオンデマンド参加のみご利用いただけます。 

会場での当日参加受付は行いません。会場参加をご希望の方は、通常申込をご利用ください。 

１. 申込方法： 
大会ホームページ上の後期参加申込システムよりお手続きください。 

２. 申込期間： 
2025年10月9日（木）～11月19日（水） 

３. 参加費等の納入期限： 
2025年11月19日（水） 
参加費の納入確認後、オンデマンド配信の視聴が可能になります。お早めにお振込みください。 

４. 領収書：諸費用を納入後、参加申込システムから、ご自身で発行してください。大会終了後は発行できま

せんのでご注意ください。 
５. 参加証：諸費用を納入後、参加申込システムから、ご自身で発行してください。大会終了後は発行できま

せんのでご注意ください。 
 

（４） 各プログラムの予約について 

参加の早期・通常申込が完了された方を対象に、各プログラムの予約を行う予定です（2025年9月下

旬）。 

詳細は、メールおよびホームページにてお知らせします。 

※ 会場での参加は事前予約制です。当日、会場に空席がある場合でも予約のない方は入室をお断りします。 

※ プログラム予約した方であっても、当日の開始時刻までにお越しいただかない場合は自動的にキャンセ

ル扱いとなりますのでご注意ください。 
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V. 諸費用 

• 納入いただいた大会参加費等の諸費用は返金いたしません。 
• ご不明な点がございましたら、お手続きの前に第34回大会運営事務局にお問い合わせください。 

 早期申込：2025年4月1日（火）～6月30日（月）    ※納入期限：7月7日（月） 

 通常申込：2025年7月8日（火）～9月23日（火）   ※納入期限：9月23日（火） 

 後期申込：2025年10月9日（木）～11月19日（水）  ※納入期限：11月19日（水） 

※ 一般公開講演会の参加費は無料です。（要申込） 
※ ポスター発表の筆頭発表者・連名発表者、自主シンポジウムの企画者・司会者・話題提供者・指定討論

者は、必ず8月29日（金）までに参加費を納入してください。 
※ 採択された場合、企画者には企画開催費を、筆頭発表者には研究発表費をお支払いいただきます。 
※ 交流会は、定員になり次第締め切りとさせていただきます。 

 

VI. プログラム・論文集 
プログラム・論文集の印刷・発送は行いません。Webでの閲覧のみとなります。 

会員および参加申込が完了された非会員の方には、論文集の閲覧に必要なパスワードをご連絡します。 
 

VII. その他 

1. 交流会：2025年10月18日（土）に明治記念館にて開催予定です。 

2. 展示会：関連書籍・機器等の展示を予定しています。  

3. 託児室：会場内に、託児室を設置します。申込方法等は、大会ホームページにてご確認ください。  

4. 合理的配慮：障害等により大会参加に関して配慮の必要な方は、2025年8月22日（金）までに、日本

LD学会 第34回大会運営事務局にご連絡ください。 

5. 宿泊の手配：手配いたしません。観光シーズンで観光客の宿泊利用が多く想定されるため、早期に宿泊

をご手配される事をおすすめいたします。 

 

 

  

費目 早期申込 参加費 通常/後期申込 参加費 

参加費 

会員 一般 9,000 円 （不課税） 10,000 円 （不課税） 

大学院生 4,000 円 （不課税） 5,000 円 （不課税） 

非会員 一般 10,000 円 （税込10％） 11,000 円 （税込10％） 

大学院生 5,000 円 （税込10％） 6,000 円 （税込10％） 

学部生 4,000 円 （税込10％） 5,000 円 （税込10％） 

親の会 5,000 円 （税込10％） 6,000 円 （税込10％） 

自主シンポジウム 企画開催費 13,000 円 （税込10％）  

ポスター発表 研究発表費 5,000 円 （税込10％）  

交流会 12,000 円 （税込10％）  



 

 

【重要】登録メールアドレス確認のお願い 
 

日頃より本会の活動にご理解とご協力を賜りありがとうございます。 

 

事務局からの連絡や大会・研究集会に関するご案内は、会員専用マイページ「Mailアドレス1」にご登

録いただいているメールアドレスへ一斉メール配信にて行っておりますが、昨今、事務局からのメール

が届かない会員の方が多くなっています。 

お手数ですが、いま一度、会員専用マイページにご登録いただいているメールアドレスをご確認

くださいますようお願い申し上げます。 

 

【登録メールアドレスの確認・変更方法】 
1. 会員専用マイページ（https://jald-sens.org/entry/login.aspx）へログインしてください。 

2. 「登録内容確認・変更」をクリックしてください。 

3. 「Mail アドレス 1」「Mail アドレス 2」へ登録されているメールアドレスをご確認ください。 

※「Mail アドレス 1」に登録されているメールアドレス宛に、事務局からの各種ご案内が届きま

す。 

4. 登録アドレスを追加・変更される場合は、ページ最下部の「会員情報を変更する」よりお手続きをお

願いいたします。 

5. 登録変更が完了しますと、「Mail アドレス 1」に登録されているメールアドレス宛にメールが配信さ

れます。 

※件名：【一般社団法人日本 LD 学会】登録情報の変更について 

 

【登録する連絡先メールアドレスについて】 
携帯電話会社のキャリアメールは、事務局からのメールが届きにくいという状況が発生しております。 

キャリアメールのご利用はお控えいただきますようお願い申し上げます。 

PCメールのアドレスでのご登録を推奨しております。 

キャリアメールを登録される場合は、「Mailアドレス1」にはPCメールのアドレス、「Mailアドレス2」には

キャリアメールを登録いただきますようお願いいたします。 

 

【メール受信許可設定のお願い】 
ドメイン指定受信等の設定をしている場合は、 

@jald.or.jp        日本LD学会 

@conf.bunken.co.jp   日本LD学会第34回大会運営事務局 

@as.bunken.co.jp    日本LD学会事務局（業務委託先） 

からのメールを受信できるようにドメインの受信許可の設定を変更してください。 

 

【一般社団法人 日本LD学会 事務局】（業務委託先） 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター (株)国際文献社 

URL：https://www.jald.or.jp 
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